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催
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　第２回臨時会（５月１１日）、第３回臨時会（５月２１日）、第４回定例会（６月定例会）において承認・
可決された補正予算のうち、新型コロナウイルス感染症対策事業に関するものを使途別に掲載しました。

使途 事業名【事業に対する説明】 予算額 事業が含まれる
議案の番号

感
染
拡
大
防
止

市民全般

・新型コロナウイルス感染症対策事業
【新型コロナウイルスの発生予防及びまん延の防止対策に係る費用】

300万円 議案第56号
(市長専決)

・新型コロナウイルス感染症対策事業
【町会に対する感染拡大防止のための物資購入費用の補助】

100万円 議案第91号

・避難所新型コロナウイルス感染症対策事業
【感染症対策としての避難所の備品・消耗品の整備】

4,417万4千円 議案第94号

子育て・ 
教 育

・保育施設等新型コロナウイルス感染症対策事業（元年度予算）
【�感染症対策としての備品・消耗品の購入及び民間保育施設等に
対する購入費用等の補助】

1,049万4千円 議案第55号
(市長専決)

・保育施設等新型コロナウイルス感染症対策事業
【�感染症対策としての備品・消耗品の購入及び民間保育施設等に
対する購入費用等の補助】

1,948万4千円 議案第94号

・ICT活用自学自習支援事業
【クラウド上のシステムを利用した学習支援】

792万円 議案第60号

・ICT活用自学自習支援事業
【貸出用モバイルルーターの整備】

731万4千円 議案第94号

・放課後児童クラブ等新型コロナウイルス感染症対策事業
【�感染症対策としての備品・消耗品の購入及び民間事業所に対す
る購入費用の補助】

2,900万円 議案第94号

医療機関 ・新型コロナウイルス感染症対策事業
【PCR検査体制拡充のための備品の整備】

200万円 議案第94号

事 業 者

・事業所等新型コロナウイルス感染症予防対策支援事業
【�生活必需品を扱う事業所等に対する感染症対策に要する費用の補助】

4,000万円 議案第60号

・事業所等新型コロナウイルス感染症予防対策支援事業
【�対面での接客を伴う事業者のうち、「新しい生活様式」の定着へ
の対策を実施した事業者に対する経費の補助】

1億5,000万円 議案第94号

庁 舎 等

・庁舎新型コロナウイルス感染症対策事業
【庁舎窓口のアクリル板やビニールシートの設置】

500万円 議案第56号
(市長専決)

・庁舎新型コロナウイルス感染症対策事業
【庁舎トイレの蓋設置】

220万円 議案第91号

・情報技術活用公共的空間安全安心確保事業
【サーモグラフィシステムの導入及び運用など】

4,000万円 議案第91号

・救急資機材整備事業
【自動心臓マッサージ機及びN95マスクの整備】

500万円 議案第91号

　佐野市議会では、新型コロナウイルス感染症に対応するため、以下のような審議・活動を行いました。

新型コロナウイルス感染症対策に関する補正予算を承認・可決
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使途 事業名【事業に対する説明】 予算額 事業が含まれる
議案の番号

経
済
対
策

市民全般

・特別定額給付金給付事業
【市民1人につき10万円の給付】

120億600万円 議案第60号

・住居確保給付金給付事業
【支給対象の拡大による申請件数の増加に伴う増額】

698万9千円 議案第60号

・傷病手当給付費
【国民健康保険被保険者に対する傷病手当金の給付】

404万4千円 議案第61号

子育て・ 
教 育

・子育て世帯への臨時特別給付金等支給事業
【児童手当の受給者に児童1人につき2万円の支給】

2億8,558万2千円 議案第60号

・ひとり親世帯臨時特別給付金等支給事業
【低所得のひとり親世帯を支援するための給付金の支給】

1億6,649万6千円 議案第94号

・新型コロナウイルス感染症対策小学校就学援助事業
【経済的に就学が困難になった児童に対する学校給食費等の支給】

174万8千円 議案第94号

・新型コロナウイルス感染症対策中学校就学援助事業
【経済的に就学が困難になった生徒に対する学校給食費等の支給】

139万1千円 議案第94号

事 業 者

・新型コロナウイルス感染症緊急景気対策事業
【売上高が減少している中小企業者に対する資金繰りの支援】

3億4,300万円 議案第56号
(市長専決)

・新型コロナウイルス感染症緊急景気対策事業
【�国の持続化給付金に上乗せする支援金の支給及び支援機関が行う
事業継続のための相談事務に対する補助】

4億200万円 議案第63号

・新型コロナウイルス感染症緊急景気対策事業
【飲食店応援プレミアム付食事券発行の支援】

3,000万円 議案第91号

・新型コロナウイルス感染症緊急景気対策事業
【設備投資を伴う業務改善等を図る事業者に対する経費の補助】

1,500万円 議案第94号

・学校臨時休業対策支援事業
【�全国一斉学校臨時休業に伴う給食の休止により影響を受けた学校
給食関係事業者に対する補助】

659万4千円 議案第91号

佐野市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正について議員案第３号

▼条例改正の理由
　�　新型コロナウイルス感染症対策事業の財源に充てることを目的に、議長等の議員報酬の月額を
一定期間削減するため。
▼削減期間
　　令和２年７月分から同年１２月分まで
▼削減内容
　�　議員報酬の５％削減（総額３０７万２千円の削減）
▼審議結果
　�　常任委員会の付託を省略し、賛成全員で可決されました。

　第４回定例会（６月定例会）に議員報酬を削減する議員案を提出し、可決されました。

議員報酬の削減

議会からこんにちは　2020.8.13



　佐野市議会新型コロナウイルス感染症対策会議は、議長、副議長、議会運営委員会委員長、各会派代
表者及び会派に属さない議員の代表者をもって組織され、臨時会・定例会の議会運営のほか、新型コロ
ナウイルス感染症に関する事項を協議しています。これまで行われた会議の内容は以下のとおりです。

　１　臨時会（令和２年５月１１日（月）開催予定）の議会運営について
　　　　�〇説明員の案件終了後の退席　〇出席者のマスク着用の義務付け及び手指消毒の徹底　〇質問

席等の消毒　〇傍聴の自粛　　など

　２　臨時会（令和２年５月２１日（木）開催予定）の議会運営について
　　　　�〇説明員の関係する案件のみの出席　〇出席者のマスク着用の義務付け及び手指消毒の徹底　

〇質問席等の消毒　〇傍聴の自粛　　など

　３　６月定例会の議会運営について
　　　　�〇日程の短縮　〇一般質問と常任委員会の日程の入れ替え　〇一般質問の時間短縮　〇説明員

の入れ替え　〇１時間ごとの換気　〇出席者のマスク着用の義務付け及び手指消毒の徹底　　
〇質問席等の消毒　〇傍聴の自粛　　など

　４　議員報酬の削減について

　１　議員報酬の削減提案に対する報告について

　１　議員報酬の削減について
　２　新型コロナウイルス感染症対策に関する議会から執行部への要望について
　３　議員からの新型コロナウイルス感染症に関する問合せ・回答の取扱いについて

　１　佐野市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正について
　２　新型コロナウイルス感染症対策に関する議会から執行部への要望について
　３　議員からの新型コロナウイルス感染症に関する問合せ・回答の議会ホームページへの掲載について

　１　新型コロナウイルス感染症対策に関する
　　　議会から執行部への要望について

　１　自粛中の行政視察について

佐野市議会新型コロナウイルス感染症対策会議

第1回     ５月１日（金）

第2回     ５月１１日（月）

第3回     ５月２１日（木）

第4回     ５月２９日（金）

第5回     ６月１６日（火）

第6回     ７月３日（金）
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　６月１８日（木）に、議長から市長へ新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を提出しました。

要　望　書
１　市民生活・地域団体支援
　（１）�　新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立たない状況であることから、感染症対策のための

基金を設け、職や住まいを失った方など経済的に困窮している方を支援・助成する市独自の制度を
構築していただきたい。

　（２）�　新型コロナウイルスを契機にマイナンバーを大いに活用し、市役所に出向かなくても済むよう、
行政手続などのオンライン化を進めていただきたい。

　（３）�　地域コミュニティ団体等に対し、「新しい生活様式」を取り入れた市民活動再開への支援を図っ
ていただきたい。

２　教育対策・子育て支援
　（１）�　児童・生徒の学習の遅れや学力低下を避けるためには、オンライン授業を進める必要がある。そ

のため、ＩＣＴ環境が整っていない家庭へ、端末及びネット環境の貸与、学校内のパソコン教室の開
放など、オンライン学習に取り組める環境整備を進めていただきたい。また、自宅などで待機する
園児や児童・生徒の安全確保や精神的ケア及び更なる学習支援の充実に努めていただきたい。

　（２）�　休園や休業が延長又は繰返される事態となった場合は、子育て世帯に対する臨時特別給付金の更
なる支給を検討していただきたい。また、令和２年４月２８日から同年１２月３１日までの間に生
まれた子ども１人につき、市内で利用できる１０万円相当の商品券を給付する市独自の支援策を講
じていただきたい。

３　経済対策・経営支援
　（１）�　国の持続化給付金の給付要件に満たない、前年度比５０％未満の事業者についても、市独自基準

による持続化給付金の給付対象となるよう支援策を講じていただきたい。また、令和２年１月１日
から同年３月３１日までの間に創業した事業者に対しても同様に支援策を講じていただきたい。

　（２）�　持続化給付金について、給付が滞り支払われていない問題の早期解決を図るよう国に働きかけて
いただきたい。また、「給付金の対象について収入が昨年比で５０％以下の月がある事業者を対象
とする」から、減収幅が５０％未満であっても給付される仕組みを作ることを国に働きかけていた
だきたい。

　（３）�　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、倒産、廃業、休業せざるを得なくなった事業者の実態
把握に努め、これらの事業者への支援策を講じていただきたい。また、営業を続けなくてはならな
い事業所に対しては、事業所等新型コロナウイルス感染症予防対策支援事業の対象事業所の拡大を
図っていただきたい。

４　医療福祉体制強化・支援
　（１）�　感染症第２波の到来を想定し、医師会等関係機関と十分に連携を行い、ＰＣＲ検査を速やかに受

けられる体制の確保を図るなど、市内医療機関等が感染症に対して、引き続き万全な医療体制を堅
持し、迅速な対応ができるよう十分な支援を講じていただきたい。

　（２）�　介護施設、障がい者施設、保育施設等に対して、事業継続に向けた感染防止対策や経営支援策を講
じ、体制を崩壊させないための支援をしていただきたい。

　上記のとおり、新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を提出します。

　　令和２年６月１８日

　佐野市長　岡　部　正　英　様

佐野市議会議長　春　山　敏　明

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を市長に提出

議会からこんにちは　2020.8.15



6月定例会一般質問
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た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
事
業
所
等
の

支
援
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
東
日
本
台
風

（
台
風
第
19
号
）に
係
る
こ
れ
ま
で
の

対
応
と
今
後
に
つ
い
て

佐
野
市
不
法
投
棄
防
止
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

事
業
所
等
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
支
援
事
業
の

拡
充
に
つ
い
て

横
井
　
帝
之 

議
員（
新
風
）

高
橋
　
功 

議
員（
蒼
生
会
）

亀
山
　
春
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

議会からこんにちは　2020.8.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 6



6月定例会一般質問

※

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
を
推
進
す
る
に

当
た
り
、
１
人
１
台
端
末
の
活
用
の
効
果

を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
、
電
子
黒
板
が
あ
る
。
電
子
黒
板
の
１
教
室

１
台
の
整
備
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
考
え
る
が
、
今
後
の
整
備
の
方
針
等
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

教
育
総
務
部
長

各
教
室
に
１
台
の
電
子
黒
板
を
整
備
す
る
考

え
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
整
備
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
子
黒
板
を
含
む
大
型
提
示

装
置
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
学
び
を
深
め
る

た
め
に
有
効
な
機
器
で

あ
り
、
ま
た
密
を
避
け
る

た
め
、
ク
ラ
ス
を
分
割
し

て
授
業
を
実
施
す
る
サ
テ

ラ
イ
ト
授
業
で
も
利
用

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
、
学
校
か
ら
の
要
望
、

他
市
の
状
況
等
を
踏
ま
え

検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

小
中
一
貫
校
と
し
て
特
色
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長

「
ふ
る
さ
と
あ
そ
野
」を
学
習
材
と
し
た
新

教
科「
き
ら
り
あ
そ
野
科
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

小
学
１
、
２
年
生
の
生
活
科
と
小
学
３
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
合
わ
せ

て
発
展
さ
せ
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で一貫
し
て

実
施
す
る
教
科
で
す
。
防
災
、
キ
ャ
リ
ア
、
ふ
る

さ
と
、
環
境
・
国
際
理
解
の
４
分
野
を
柱
と
し
て

情
報
機
器
を
使
っ
て
調
べ
る
、
学
習
し
た
こ
と
を

英
語
で
発
表
す
る
等
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階

に
応
じ
た
学
習
を
展
開
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
地
域

に
子
供
を
帰
す
日
を
設
け
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
10
月
の
第
４
日
曜
日
に「
地
域

の
日
」を
設
定
し
、
学
校
の
部
活
動
や
行
事
等
は

行
わ
ず
、
７
地
区
で
子
供
た
ち
が
参
加
で
き
る
行

事
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

寄
附
金
を
活
用
し
た
支
援
制
度
の
創
設
が

大
変
重
要
で
あ
る
。
市
の
考
え
方
を
伺
い

た
い
。市

長
議
員
に
も
ご
指
摘
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う

に
、
住
民
の
皆
様
だ
け
で
は
な
か
な
か
対
応
で

き
ず
に
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
被

災
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
全
国

の
皆
様
か
ら
多
く
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
附
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業
、
崩
落
土

砂
等
の
撤
去
支
援
事
業
、
橋
梁
災
害
復
旧
支
援

事
業
の
３
事
業
の
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
第
19
号
に

よ
る
災
害
に
つ
い
て
行
っ

た
対
応
に
つ
い
て
十
分
に

検
証
を
行
い
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
が
早
期
に
生
活
の

再
建
が
行
え
る
よ
う
な
支

援
制
度
を
今
後
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
今
後
の
課
題
に

つ
い
て

あ
そ
野
学
園
義
務
教
育
学
校

開
校
に
つ
い
て

台
風
第
19
号
の
復
旧
・
復
興

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

台
風
第
19
号
に
よ
る

災
害
復
旧
に
つ
い
て

横
田
　
誠 

議
員（
新
風
）

久
保
　
貴
洋 

議
員（
蒼
生
会
）

本
郷
　
淳
一 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

※GIGAスクール構想とは・・・
1人1台端末と、高速大容量の通信ネット
ワークを一体的に整備することで、
多様な子供たちを誰1人取り残すこと
なく、公正に個別最適化され、資質・
能力が一層確実に育成できる教育ICT
環境を実現するという構想。
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6月定例会一般質問

災
害
時
に
停
電
が
発
生
し
た
際
、
当
該
地

域
の
日
産
販
売
会
社
が
保
有
す
る
電
気
自

動
車
を
避
難
所
や
自
治
体
が
指
定
す
る
場
所
に
派

遣
し
、
電
気
自
動
車
か
ら
給
電
器
を
介
し
て
電
力

供
給
を
行
う
こ
と
で
、
災
害
時
に
お
い
て
も
継
続

し
て
避
難
所
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
、
市
民
の
生

命
及
び
身
体
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
災

害
時
の
安
定
し
た
電
力
供
給
と
し
て
、
電
気
自
動

車（
Ｅ
Ｖ
）か
ら
の
電
力
供
給
が
可
能
な
民
間
企
業

な
ど
と
災
害
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

電
気
自
動
車
か
ら
の
電
力
供
給
に
つ
い
て

は
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、
大
変
有
効
な
停
電
対

策
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
災

害
時
に
電
気
自
動
車
を
提
供
で
き

る
民
間
事
業
者
と
の
災
害
協
定
締

結
に
つ
い
て
、
今
後
、
鋭
意
努
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
取
り

組
み
始
め
、
ネ
ッ
ト
回
線
の
な
い
ご
家
庭
も

考
慮
し
、
実
態
を
調
査
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
２

波
に
備
え
、
学
習
権
の
保
障
を
行
う
た
め
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
整
備
が
必
須
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
今
後
計
画
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

教
育
長

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
休
業
中

の
５
月
下
旬
か
ら
ド
リ
ル
学
習
を
開
始
し
、
今
後

１
年
間
継
続
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
対
応
す
る

た
め
、
家
庭
で
利
用
で
き
る
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を

整
備
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を
今
議
会
に
提
出
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
提
供
は
教
育
セ
ン

タ
ー
が
窓
口
と
な
っ
て
個
々
の
相
談
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
毒
液
不
足
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
や
エ
タ

ノ
ー
ル
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
人

が
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
庁
舎
に
次
亜

塩
素
酸
水
生
成
装
置
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

庁
舎
は
、
多
く
の
人
が
利
用
し
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
た
め
、
大
量

の
物
品
消
毒
剤
を
必
要
と
し
ま
す
。
庁
舎
で
は
、

物
品
消
毒
剤
の
一
つ
と
し
て
次
亜
塩
素
酸
水
を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
感
染
者
の
推
移

や
感
染
対
策
の
動
向
に
よ
り
、
そ
の
製
品
が
品

薄
と
な
っ
て
全
く
手
に
入
ら
な
い
状
態
に
な
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
庁
舎
内

に
次
亜
塩
素
酸
水
の
生
成
装
置
を
設
置
す
れ
ば
、

原
材
料
を
購
入
す
る
だ
け
で

製
造
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
生
成
装
置
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
や

検
査
機
関
や
大
学
の
研
究
結

果
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
に
つ
い
て

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
等

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

に
お
け
る
次
亜
塩
素
酸
水
生
成

装
置
導
入
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

職
員
の
在
宅
勤
務
の

実
施
と
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
状
況
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
つ
い
て

☆�

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

及
び
熱
中
症
対
策
の

複
合
対
策
に
つ
い
て

慶
野
　
常
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

早
川
　
貴
光 

議
員

若
田
部 

治
彦 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て

新
し
い
生
活
様
式
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

学
校
内
に
お
い
て
３
密
の
回
避
を
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

教
育
長

５
月
22
日
に
文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
学
校
の
新
し
い

生
活
様
式
等
を
踏
ま
え
、
授
業
や
部
活
動
な
ど
教

育
活
動
全
般
に
換
気
の
徹
底
や
児
童
生
徒
の
座
席

の
間
隔
の
確
保
、
密
集
し
な
い
活
動
の
工
夫
、
マ

ス
ク
の
着
用
の
徹
底
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
ク
ラ
ス
31
人
を
超
え
る
学
級
が
市
内

で
小
学
校
11
校
、
中
学
校
７
校
、
義
務
教
育
学
校

１
校
で
す
が
、
ど
の
学
級
も
前
後
左
右
１
メ
ー
ト

ル
前
後
の
間
隔
を
取
っ

て
い
ま
す
。
中
に
は
市
松

模
様
形
式
に
配
置
し
て

距
離
を
確
保
し
た
り
、
音

楽
室
等
、
特
別
教
室
等
を

利
用
し
て
授
業
を
行
っ

た
り
す
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。

隣
接
す
る
群
馬
県
邑
楽
館
林
地
域
に
お
い

て
は
、
地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
た
が
、
佐
野
市
に
お
い
て
も
佐
野
市
医

師
会
に
協
力
を
お
願
い
し
、
か
か
り
つ
け
医
師

が
P
C
R
検
査
を
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
等
を
利
用
し
て
検
体
を
採

取
す
る
方
法
を
用
い
て
、
地
域
外
来
・
検
査
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

佐
野
市
医
師
会
と
本
市
を
含
む
関
係
機
関

が
協
議
を
行
い
、
市
内
１
カ
所
に
地
域
外
来
・

検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
決
定
し
、
栃
木
県
と

の
契
約
に
向
け
て
、
現
在
調
整
中
で
す
。
地
域

外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
佐
野
市
医
師
会

会
員
の
診
察
で
P
C
R
検
査
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
患
者
に
対
し
て
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検

査
は
完
全
予
約
制
と
し
、
予
約
さ
れ
た
患
者
が

車
に
乗
っ
た
ま
ま
検
査

を
行
う
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
と
し
て
実
施
す
る

予
定
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
誰
で
も
分
か
り
や

す
い
災
害
等
の
情
報
提
供
や
情
報
伝
達
に

有
効
と
考
え
る
。
現
在
、
市
は
佐
野
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
１
千
万
円
ほ
ど
の
出
資
を
し
て
い
る

と
思
う
が
、
市
と
佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
で
、
市
が
３
千
万
円
で
も
５
千
万

円
で
も
出
資
拡
大
を
す
る
こ
と
で
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
普
及
を
全
世
帯
網
羅
す
る
効
率
を
上

げ
て
い
く
こ
と
が
良
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、
防
災
情

報
を
始
め
と
し
て
、
様
々
な
情
報
を
取
得
す
る

大
変
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
観
点
か
ら

様
々
な
方
法
を
検

討
し
て
、
今
後
十

分
活
用
で
き
る
よ

う
な
方
策
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
の

開
設
に
つ
い
て

C
A
T
V
連
携
に
よ
る
教
育
支
援

と
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

コ
ロ
ナ
問
題
が
教
育

に
及
ぼ
す
影
響
等
に

つ
い
て

☆�

避
難
所
等
に
つ
い
て

鶴
見
　
義
明 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

川
嶋
　
嘉
一 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

鈴
木
　
靖
宏 

議
員（
蒼
生
会
）

議会からこんにちは　2020.8.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録9



6月定例会一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
減

収
と
な
っ
た
事
業
者
に
対
す
る
国
の
持
続

化
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
売
り
上
げ
が
50
％
以
上

減
っ
た
事
業
者
が
対
象
で
あ
り
、
本
市
の
上
乗
せ

給
付
で
あ
る
事
業
継
続
支
援
金
に
つ
い
て
も
同
様

の
基
準
で
あ
る
。
他
市
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、

減
収
が
50
％
未
満
で
あ
っ
て
も
該
当
す
る
支
援
策

を
作
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

小
規
模
で
事
業
を
営
む
個
人
事
業
主
か
ら
大

き
な
売
り
上
げ
減
少
に
悩
む
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
売
り
上
げ
が
50
％

以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者
を
支
援
す
べ
き
と
考

え
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
事
業
者
の
事
業
継
続

を
最
優
先
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
売
り

上
げ
減
収
が
50
％
以
下
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
各
種
支

援
策
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
総
合

的
に
対
応
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
市
の
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
現
在
の
対
応
状
況
を
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

全
事
業
者
を
対
象
に
低
利
率
で
借
り
る

こ
と
の
で
き
る
新
た
な
制
度
融
資
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
他
の
自
治
体
に
は
例
の
な
い

信
用
保
証
料
や
返
済
利
子
の
全
額
補
助
を
い

ち
早
く
決
定
し
、
少
額
の
借
入
れ
に
よ
り
減

収
等
を
補
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
視
点
で
の

対
策
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
に
お

い
て
実
施
し
て
い
る
持
続
化
給
付
金
の
給
付

要
件
で
あ
る
売
り
上
げ
が
前
年
比
50
％
以
上

減
少
し
て
い
る
事
業

者
を
対
象
に
、
新
た

な
給
付
金
を
上
乗
せ

給
付
す
る
こ
と
で
、

短
期
的
な
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
の

事
業
継
続
を
支
援
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

緊
急
避
難
所
の
整
え
に
は
、
い
ち
早
く
避

難
所
に
駆
け
つ
け
る
避
難
所
開
設
担
当
職

員
の
存
在
が
初
動
の
要
と
考
え
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
の
実

施
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

避
難
所
の
開
設
か
ら
運
営
ま
で
の
一
連
の

流
れ
や
個
人
装
備
品
の
着
脱
な
ど
、
避
難
所
開

設
担
当
職
員
が
訓
練
を
通
し
て
事
前
に
体
験
す

る
こ
と
は
、
避
難
所
内
で
の
感
染
拡
大
の
防
止

や
職
員
の
安
全
管
理
の
面
に
お
い
て
も
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
開
催
予
定
の

説
明
会
に
お
い
て
は
、
間
仕
切
り
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
方
な
ど
、

実
施
訓
練
を
含
め
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら 

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
対
策

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
下

に
お
け
る
災
害
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

児
童
生
徒
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
つ
い
て

☆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
終
息
後
の
観
光
振

興
に
つ
い
て

岡
村
　
恵
子 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

田
所
　
良
夫 

議
員（
新
風
）

小
倉
　
健
一 

議
員

▲  持続化給付金と事業継続 
支援金のイメージ
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6月定例会一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
後
も
学
校

教
育
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
が
い
つ
い
か
な
る
状
況
に
あ
ろ
う
と

も
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
は
、

義
務
教
育
課
程
に
お
け
る
国
の
義
務
で
あ
り
、

自
治
体
も
責
任
の
一
端
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
学
び
の
保
障
は
、
感
染
拡
大
以

前
か
ら
学
び
の
保
障
を
十
分
に
受
け
ら
れ
ず
に
過

ご
し
て
き
た
不
登
校
や
病
気
療
養
中
の
児
童
生

徒
に
こ
そ
優
先
的
に
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
多
様
な
子
供
た
ち
に
個
別
最
適
化

さ
れ
た
教
育
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
よ
り
与
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
学
び
の
保
障
、
特
に
人

と
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
今

後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

物
品
、
資
器
材
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ

い
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
の
中
に
は
、

不
織
布
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
示
す
人
が
い
る
。
そ
の
よ
う
な

人
た
ち
の
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
物
品
、

資
器
材
の
備
蓄
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。健

康
医
療
部
長

今
後
、
備
蓄
を
行
う
際
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
や
使
用
す
る

場
所
も
検
討
し
、
複
数
の
も
の
を
準
備
す
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、
各
自
で
備
蓄
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
お
願
い
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
で
防
災
担
当
部
局
と
の

連
携
協
力
体
制
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ

れ
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
町
会（
自
主

防
災
組
織
）の
拡
充
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
か
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

地
域
防
災
計
画
の
避
難
所
開
設
運
営
で

は
、「
職
員
を
派
遣
し
避
難
者
の
管
理
及
び
実

態
把
握
と
保
護
に
あ
た
る
も
の
と
し
、
運
営

に
あ
た
っ
て
は
、
町
会（
自
主
防
災
組
織
）等

と
協
力
し
、
常
に
災
害
対
策
本
部
と
情
報
連

絡
を
行
う
」と
記
載
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

台
風
第
19
号
時
の
対
応
に
課
題
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
現
在
、
各
避
難
所
と
の
有
効
な
情

報
共
有
の
手
段
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
が
未
組
織
の
町
会

に
は
、
組
織
化
に
向
け
働
き
か
け
を
し
て
い

ま
す
。
１
町
会
で
組
織
化
で
き
な
い
場
合
は

近
隣
の
複
数
町
会
で
組
織
化
す
る
な
ど
検
討

し
、
全
て
の
町
会
が
組
織
化
さ
れ
る
こ
と
を

目
標
に
、
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
早
期

実
現
と
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

推
進
に
つ
い
て

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

命
を
守
る
た
め
の
安
全
な
避
難

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て 菅

原
　
達 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

木
村
　
久
雄 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

飯
田
　
昌
弘 

議
員（
蒼
生
会
）

議会からこんにちは　2020.8.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録11



　5月11日（月）に令和2年第2回臨時会が行われました。審議された議案等とその結果は次のとおりです。

令和２年第２回臨時会　審議された議案等と結果

議案番号等 件　　名　【内　　容】 議決結果等

報告第  4 号 市長の専決処分事項の報告について【令和元年10月25日に発生した物損事
故についての損害賠償の額の決定及び和解】 報告 ―

報告第  5 号 市長の専決処分事項の報告について【令和2年1月20日に発生した交通事故
についての損害賠償の額の決定及び和解】 報告 ―

議案第 52号 市長の専決処分事項の承認について【地方税法等の一部を改正する法律の
公布に伴う佐野市税条例等の改正】 承認 賛成全員

議案第 53号 市長の専決処分事項の承認について【地方税法等の一部を改正する法律の
公布に伴う佐野市都市計画税条例の改正】 承認 賛成全員

議案第 54号 市長の専決処分事項の承認について【地方税法施行令の一部を改正する政
令の公布に伴う佐野市国民健康保険税条例の改正】 承認 賛成全員

議案第 55号
市長の専決処分事項の承認について【令和元年度佐野市一般会計補正予算
（第12号）歳入歳出予算の総額からそれぞれ1,552,349千円を減額、繰越明許
費の補正、地方債の補正】

承認 賛成全員

議案第 56号 市長の専決処分事項の承認について【令和2年度佐野市一般会計補正予算
（第2号）歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,780,429千円を追加、地方債の補正】 承認 賛成全員

議案第 57号
佐野市職員の特殊勤務手当に関する条例の改正について【新型コロナウイ
ルス感染症に係る作業について特例の感染症等防疫作業手当を支給するた
めの改正】

原案可決賛成全員

議案第 58号 佐野市国民健康保険条例の改正について【新型コロナウイルス感染症の
対応策として被保険者に対し傷病手当金を支給するための改正】 原案可決賛成全員

議案第 59号 佐野市後期高齢者医療に関する条例の改正について【傷病手当金の支給
に係る事務を行うための改正】 原案可決賛成全員

議案第 60号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第3号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ
12,412,491千円を追加、繰越明許費、地方債の補正】 原案可決賛成全員

議案第 61号 令和2年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第1号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ4,044千円を追加】 原案可決賛成全員

　5月21日（木）に令和2年第3回臨時会が行われました。審議された議案とその結果は次のとおりです。

令和２年第３回臨時会　審議された議案と結果

議案番号 件　　名　【内　　容】 議決結果

議案第 62号 佐野市災害復旧堆積土砂排除工事請負契約について【佐野市災害復旧堆積
土砂排除工事の執行】 原案可決賛成全員

議案第 63号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第4号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ
402,000千円を追加】 原案可決賛成全員
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　第４回定例会（６月定例会）は、６月５日（金）から６月15日（月）までの11日間の日程で行われました。
審議された議案等とその結果は次のとおりです。

令和２年第４回定例会（６月定例会）　審議された議案等と結果

議案番号等 件　　名　【内　　容】 議決結果等

議員案第 3号 佐野市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正について（3ページ
に記載） 原案可決 賛成全員

報告第  6 号 佐野市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出について【令和2年度の事業
計画及び予算並びに令和元年度の決算】 報告 ―

報告第  7 号 継続費繰越計算書の提出について【田沼西地区小中一貫校整備事業】 報告 ―

報告第  8 号 繰越明許費繰越計算書の提出について【出流原PA周辺総合物流開発整備推進事業
ほか54事業】 報告 ―

報告第  9 号 水道事業会計予算繰越計算書の提出について【老朽塩ビ管更新事業及び災害復旧
事業】 報告 ―

報告第 10号 市長の専決処分事項の報告について【令和2年3月23日に発生した車両損傷事故に
ついての損害賠償の額の決定及び和解】 報告 ―

報告第 11号 市長の専決処分事項の報告について【令和2年2月13日に発生した交通事故について
の損害賠償の額の決定及び和解】 報告 ―

議案第 64号 農業委員会委員の任命について【大朏孝氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 65号 農業委員会委員の任命について【小林秀男氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 66号 農業委員会委員の任命について【小関昭男氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 67号 農業委員会委員の任命について【若田部明氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 68号 農業委員会委員の任命について【川田恒夫氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 69号 農業委員会委員の任命について【野村春男氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 70号 農業委員会委員の任命について【志賀喜一氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 71号 農業委員会委員の任命について【澁江修身氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 72号 農業委員会委員の任命について【本島光雄氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 73号 農業委員会委員の任命について【金子一郎氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 74号 農業委員会委員の任命について【川上美由紀氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 75号 農業委員会委員の任命について【向田栄一氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 76号 農業委員会委員の任命について【相場重雄氏を任命】 任命同意 賛成全員
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議案番号等 件　　名　【内　　容】 議決結果等

議案第 77号 農業委員会委員の任命について【新井勉氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 78号 農業委員会委員の任命について【立川久恵氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 79号 農業委員会委員の任命について【石川俊雄氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第 80号 人権擁護委員候補者の推薦について【髙澤茂夫氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第 81号 人権擁護委員候補者の推薦について【藤波一博氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第 82号 人権擁護委員候補者の推薦について【福田紳一氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第 83号 佐野市税条例の改正について【地方税法等の改正に伴い、所要の規定を整備する
ための改正】 原案可決 賛成全員

議案第 84号 佐野市都市計画税条例等の改正について【地方税法の改正に伴い、所要の規定を
整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第 85号 佐野市国民健康保険税条例等の改正について【地方税法の改正に伴い、所要の規定
を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第 86号

佐野市手数料条例の改正について【行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律の規定による通知カード及び個人番号カード並びに情報提
供ネットワークシステムによる特定個人情報の提供等に関する省令の改正に伴い、所要
の規定を整備し、及び建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の改正に
伴い、建築関係手数料を改めるための改正】

原案可決 賛成全員

議案第 87号 佐野市いじめ問題再調査委員会条例の改正について【所要の規定を整備するための
改正】 原案可決 賛成全員

議案第 88号
佐野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の改正について
【放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の改正に伴い、所要の規定
を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第 89号 佐野市介護保険条例の改正について【介護保険法施行令の改正に伴い、所要の規定
を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第 90号
佐野市都市計画法第33条第3項に規定する開発行為の許可の基準に関する条例の
制定について【都市計画法施行令に定める開発行為の許可の基準を緩和するための
制定】

原案可決 賛成全員

議案第 91号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第5号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ
177,176千円を追加、債務負担行為の補正、地方債の補正】 原案可決 賛成全員

議案第 92号 令和2年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第1号）【歳入
予算の補正】 原案可決 賛成全員

議案第 93号

佐野市長等の給与及び旅費に関する条例及び佐野市教育長の給与、勤務時間その
他の勤務条件及び服務に関する条例の改正について【新型コロナウイルス感染症対策
事業の財源に充てることを目的に、市長、副市長及び教育長の給料の月額を一定期
間減額するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第 94号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第6号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ
432,247千円を追加】 原案可決 賛成全員

陳情第  1 号 日本政府及び国会に対し、「日米地位協定の抜本的見直しを求める」よう意見書提出
を要請する陳情（15ページに記載） 採択 賛成全員

意見書案第 1号 日米地位協定の抜本的見直しを求める意見書について（15ページに記載） 原案可決 賛成全員
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陳情の審議結果

意見書案の審議結果

日本政府及び国会に対し、「日米地位協定の抜本的見直しを求める」よう
意見書提出を要請する陳情

陳情第１号

▼陳情人
　安保破棄栃木県実行委員会・栃木県平和委員会　共通代表　木塚　孟
▼陳情の要旨
　�　下記事項について、日本政府及び国会に対し、意見書の提出を要請するものです。
　（１）�　米軍機による低空飛行訓練等については、国の責任で騒音

測定器を増やすなど必要な実態調査を行うとともに、訓練ル
ートや訓練時期については、速やかな事前情報提供を必ず行
い、関係自治体や地域住民の不安を払拭した上で実施される
よう、十分な配慮をすること。�

　（２)�　日米地位協定を抜本的に見直し、航空法や環境法令など国内
法を原則として米軍にも適用させることや、事件・事故時の自
治体職員の迅速かつ円滑な立入りの保障などを明記すること。

▼審議結果
　�　第４回定例会（６月定例会）において総務常任委員会に付託され、賛成全員で採択されました。同定
例会本会議において、賛成全員で採択されました。

日米地位協定の抜本的見直しを求める意見書

１�　米軍機による低空飛行訓練等については、国の責任で騒音測定器を増やすなど必要な実態
調査を行うとともに、訓練ルートや訓練時期については、速やかな事前情報提供を必ず行い、
関係自治体や地域住民の不安を払拭した上で実施されるよう、十分な配慮をすること。
２�　日米地位協定を抜本的に見直し、航空法や環境法令などの国内法を原則として米軍にも適用
させることや、事件・事故時の自治体職員の迅速かつ円滑な立入りの保障などを明記すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。

� 令和２年６月１６日　
� 佐野市議会　

日米地位協定の抜本的見直しを求める意見書について意見書案第１号

　第４回定例会（６月定例会）において、（提出者）川嶋嘉一議員、（賛成者）早川貴光議員、飯田昌弘
議員、本郷淳一議員、井川克彦議員、田所良夫議員から日米地位協定の抜本的見直しを求める
意見書案が提出され、常任委員会への付託を省略し、賛成全員で可決されました。意見書は、
佐野市議会として衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、法務大臣、
沖縄基地負担軽減担当に次のとおり提出しました。

▲ 全文は、こちらから
    ご覧になれます。
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区　　分 内　　　　　　　　　容

研究研修費
議員が研究会、研修会等を開催するために必要な経費または議員が他の団体の
開催する研究会、研修会等に参加するために必要な経費
※党費、党大会の参加費、賛助金、党大会参加のための旅費、懇親会会費などは対象外です。

調査旅費
議員が行う調査研究活動のための先進地調査または現地調査に必要な経費
※観光を目的とする旅費、視察中の飲食費などは対象外です。

資料作成費
議員が行う調査研究活動に関する資料の作成に必要な経費
※選挙活動用資料作成費、党の機関紙発行費などは対象外です。

資料購入費
議員が調査研究活動を行うための図書、資料等の購入に必要な経費
※一般紙の新聞代は、２紙目以降分が対象になります。
※所属政党の機関紙・新聞代、一般的な図書の書籍代などは対象外です。

広　報　費
議員が調査研究活動、議会活動及び市の政策について住民に報告し、または広報
するために必要な経費
※政党の広報紙、選挙ビラ作成費などは対象外です。

広　聴　費
議員が住民からの市政及び議員の政策等に対する要望または意見を聴取する
ための会議等に必要な経費
※親睦会経費、懇親会経費、政党活動・後援会活動に要する経費などは対象外です。

人　件　費 議員が行う調査研究活動を補助する臨時の職員を雇用するために必要な経費
※秘書的な経費、報告会・公聴会の会場設営に係る賃金などは対象外です。

その他経費
上記以外の経費で議員が行う調査研究活動に必要な経費
※ 香典、祝金、寸志、餞別、見舞金、慶弔電報料金、年賀状代、名刺印刷代、自家用自動車
に係る経費などは対象外です。

政 務 活 動 費 と は …
　議員の研究研修、調査、広報、広聴、その他調査
研究活動に役立てるため必要な経費の一部として交付
されるものです。
　本市では議員１人当たり年額30万円（１カ月当たり
2万5千円）が一括で交付されます。交付された議員は、
条例に定められた使途基準に基づいて支出し、収支報
告書を提出します。なお、残額があるときは市に返還
することになっています。

政務活動費の収支状況
を公開します

令和元年度の

◀ 

政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
例
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№ 議員氏名 
（50音順）

交付額 
（年額）

実　支　出　額　の　内　訳
実支出額 
合　計

残　額
（返還額）研究研修費調査旅費 資料作成費資料購入費 広報費 その他の経費

1 飯田　昌弘 300,000  1,000  238,740  1,669  40,800  214,099  0  496,308  0 

2 井川　克彦 300,000  2,000  149,770  4,355  0  40,979  0  197,104  102,896 

3 岡村　恵子 300,000  139,800  0  2,911  55,156  138,984  0  336,851  0 

4 小倉　健一 300,000  71,270  71,940  14,288  77,783  31,608  0  266,889  33,111 

5 金子　保利 300,000  38,170  76,610  15,146  9,252  150,620  8,618  298,416  1,584 

6 亀山　春夫 300,000  2,000  149,770  0  71,676  106,610  0  330,056  0 

7 川嶋　嘉一 300,000  2,000  149,770  0  0  149,626  0  301,396  0 

8 木村　久雄 300,000  12,040  0  2,000  117,400  45,600  0  177,040  122,960 

9 久保　貴洋 300,000  0  238,740  5,500  88,800  0  0  333,040  0 

10慶野　常夫 300,000  0  149,770  0  0  127,550  0  277,320  22,680 

11小暮　博志 300,000  1,000  102,490  0  0  466,434  0  569,924  0 

12篠原　一世 300,000  0  149,770  0  49,368  1,599  0  200,737  99,263 

13菅原　　達 300,000  10,560  0  1,518  34,996  78,429  0  125,503  174,497 

14鈴木　靖宏 300,000  1,000  238,740  0  68,592  0  0  308,332  0 

15高橋　　功 300,000  0  238,740  0  29,225  0  0  267,965  32,035 

16田所　良夫 300,000  2,000  71,940  11,930  51,960  227,324  0  365,154  0 

17鶴見　義明 300,000  139,800  0  0  41,600  1,600  0  183,000  117,000 

18早川　貴光 300,000  1,000  73,990  0  0  0  0  74,990  225,010 

19春山　敏明 300,000  2,000  72,588  3,510  93,455  121,085  0  292,638  7,362 

20本郷　淳一 300,000  3,480  0  30,582  93,780  36,249  0  164,091  135,909 

21山菅　直己 300,000  1,000  149,770  29,983  5,951  1,599  0  188,303  111,697 

22横井　帝之 300,000  0  72,588  0  0  1,599  0  74,187  225,813 

23横田　　誠 300,000  58,750  71,940  0  27,000  60,999  0  218,689  81,311 

24若田部治彦 300,000  2,480  0  25,272  45,516  1,599  0  74,867  225,133 

※広聴費及び人件費については、いずれの議員も支出がなかったため省略しています。
※上記の収支報告書、領収書、行政視察報告書等は、佐野市議会ホームページでご覧いただけます。
　  また、議会事務局（佐野市役所7階）においても、閲覧することが

できます。閲覧時間は、開庁日の午前8時30分から午後5時15分
までです。

令和元年度　政務活動費収支状況
（単位：円）

政務活動費　佐野市

議会からこんにちは　2020.8.117



令和2年9月定例会のお知らせ令和2年9月定例会のお知らせ

７月11日(土)佐野高等学校の生徒と
意見交換会を行いました

　12名の議員が佐野高等学校を訪問し、地域研究を
行う生徒から４つのテーマに分かれて政策提言を受け、
その後、意見交換を行いました。
　詳しい内容は11月1日発行予定の第74号議会だより
で紹介する予定です。

速報

8/24日（月） 25日（火） 26日（水） 27日（木） 28日（金） 29日（土） 30日（日）

請願・陳情の 
提出期限（17:00）

13：30
議会運営委員会

31日（月） 9/1日（火） 2日（水） 3日（木） 4日（金） 5日（土） 6日（日）

10:00 本会議
（開会、議案説明） 休会 休会

7日（月） 8日（火） 9日（水） 10日（木） 11日（金） 12日（土） 13日（日）

休会 10:00 本会議
（議案質疑）

10:00 本会議
（一般質問）

10:00 本会議
（一般質問）

10:00 本会議
（一般質問） 休会 休会

14日（月） 15日（火） 16日（水） 17日（木） 18日（金） 19日（土） 20日（日）
9:00または10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00または10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 9:00
決算審査特別委員会

9:00
決算審査特別委員会 休会 休会

21日（月） 22日（火） 23日（水） 24日（木） 25日（金） 26日（土） 27日（日）

休会 休会 9:00
決算審査特別委員会

9:00
決算審査特別委員会 休会 休会 休会

28日（月） 29日（火） 30日（水） 10/1日（木） 2日（金） 3日（土） 4日（日）

10:00 本会議
（委員長報告、質疑、
討論、表決、閉会）

※建設常任委員会及び経済文教常任委員会は、付託された議案等の件数が６件以下の場合は午前10時に開会、７件以上の
場合は午前9時に開会となります。

　令和2年9月定例会の日程は、8月28日（金）の議会運営委員会で内定し、9月4日（金）の本会議で決定します。
※日程は変更になることがあります。
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